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１
月
５
日
、
西
部
総
合
公
園
体
育
館
に

お
い
て
、
約
４
０
０
人
が
出
席
し
賀
詞
交

歓
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
平
成

　

年
中
に
善
意
銀
行
や
奨
学
基
金
、
施
設

１７整
備
、
防
犯
交
通
安
全
対
策
、
芸
術
文
化

振
興
等
に　

万
円
（
相
当
）
以
上
の
寄
附

２０

を
さ
れ
た
方
々
に
、
矢
数
市
長
か
ら
感
謝

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
の
あ
い
さ
つ
な
ど
が
和
や
か
に
交

わ
さ
れ
る
な
か
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
、
市
内
で 
箏 そう 
曲 
を
指
導
す
る
生
田
流
箏

き
ょ
く

曲
祥
絃
会
会
主
の
前
田
幸
子
先
生
、
多
田

美
保
先
生
と
、
そ
の
生
徒
さ
ん
に
よ
る

「
新
春　

琴
の
調
べ
」
の
演
奏
が
披
露
さ

れ
、
新
年
の
厳
か
な
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

補
助
金
等
検
討
委
員
会
か
ら
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１
月　

日
、
常
陸
大
宮
市
補
助
金
等
検

１２

討
委
員
会
（
野
上
義
明
委
員
長
）
か
ら
市

補
助
金
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
提
言
書

が
市
長
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年　

月
に
市
長
か
ら
委
嘱

１１

を
受
け
た
６
名
の
委
員
さ
ん
に
よ
り
検
討

い
た
だ
い
た
も
の
で
、
提
言
書
の
内
容

は
、
現
在
、
市

内
の
各
種
団
体

等
に
対
し
て
市

か
ら
交
付
し
て

い
る
補
助
金
や

助
成
金
な
ど
に

つ
い
て
、
そ
の

交
付
基
準
や
交

付
額
等
を
見
直

す
た
め
の
基
準

を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

　

今
後
、
こ
の
提
言
書
に
基
づ
き
市
補
助

金
等
見
直
し
要
領
を
制
定
し
、
一
定
の
周

知
期
間
を
お
い
て
見
直
し
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

　
　

月　

日
に
行
わ
れ
た
こ
の
コ
ン
テ
ス

１２

２２

ト
は
、
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議

会
の
主
催
に
よ
り
、
地
産
地
消
と
し
て
身

近
な
野
菜
の
摂
取
を
テ
ー
マ
に
、
冬
期
に

広
く
料
理
に
使
用
さ
れ
る
白
菜
を
主
と
し

た
我
が
家
自
慢
の
料
理
を
各
地
域
の
推
進

員
に
呼
び
か
け
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
理
終
了
後
、
審
査
員
に
よ
り
味
・
見

た
目
・
調
理
の
簡
便
さ
・
庶
民
的
な
費
用
・

独
創
性
な
ど
の
選
考
基
準
に
そ
っ
て
採
点

さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
料
理
も
素
晴
ら
し
く

甲
乙
つ
け
難
い
な
か
、
大
宮
地
区
推
進
員

（
代
表
野
上
英
子
さ
ん
）
の
、
白
菜
を
生
地

に
練
り
込
ん
だ
「
白
菜
入
り
う
ど
ん
」
が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

合
併
後
初
め
て
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
推
進

員
同
士
の

交
流
も
深

め
ら
れ
、

今
後
の
各

地
区
に
お

け
る
普
及

活
動
の
活

発
化
が
期

待
さ
れ
ま

す
。

 

救
え
る
命
を
救
う
た
め
に
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岡
崎
外
科
医

院
（
上
町
）
岡

崎
匡
雄
先
生
お

よ
び
阿
部
歯
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

（
泉
）院
長
阿
部

栄
一
先
生
か
ら

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
体
外

式
除
細
動
器
）

３
台
の
寄
附
が

あ
り
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
突
然
死
の
主
な
原
因
と

さ
れ
る
心
室
細
動
等
の
不
整
脈
状
態
を
電

気
シ
ョ
ッ
ク
で
正
常
に
す
る
装
置
で
、
平

成　

年
７
月
か
ら
医
療
従
事
者
や
救
急
救

１６
命
士
だ
け
で
な
く
一
般
市
民
に
よ
る
使
用

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

寄
附
に
あ
た
っ
て
、
岡
崎
先
生
か
ら
迅

速
な
応
急
手
当
の
重
要
性
等
の
お
話
し
の

他
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
の
説
明
が
あ
り
、

市
職
員
も
実
践
し
て
み
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
救
命
講

習
で
確
実
な
技
法
を
習
得
さ
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
く
、
市
消
防
本
部
で
も
講
習
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
回
寄
附
い
た
だ
い
た
３
台

は
、
市
役
所
お
よ
び
ロ
ゼ
ホ
ー
ル
、
西
部

総
合
運
動
公
園
体
育
館
に
設
置
さ
れ
る
予

定
で
す
。
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新たな気持ちで市の発展を願う
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食
生
活
改
善
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
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��� ▲最優秀賞に選ばれた、緑色が鮮やかな
　「白菜入りうどん」
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自
分
の
身
は
自
分
で
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１
月　

日
、
小
瀬
小
学
校
体
育
館
に

１７

お
い
て
、
全
児
童
を
対
象
に
防
犯
教
室

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
防
犯
ビ
デ
オ
「
５
つ
の

約
束
」
を
上
映
。
そ
の
後
、
大
宮
警
察

署
生
活
安
全
課
署
員
に
よ
る
防
犯
講
話

が
あ
り
、
犯
罪
に
あ
わ
な
い
た
め
の
約

束
事
「
い
か
の
お
す
し
」
の
説
明
に
、

児
童
た
ち
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
不
審
者
に
声
を
か
け

ら
れ
た
場
合
の
対
処
方
法
や
、
腕
を
つ

か
ま
れ
た
際
の
逃
れ
方
、「
助
け
て

〜
っ
！
」
と
大
声
を
出
す
練
習
等
を
、

警
察
署
員
と
先
生
、
代
表
児
童
に
よ
っ

て
実
演
す
る
体
験
活
動
も
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

児
童
た
ち

は
、
改
め
て

児
童
を
ね
ら

う
犯
罪
の
恐

ろ
し
さ
を
体

験
し
、「
自

分
の
身
は
自
分
自
身
で
守
る
」
こ
と
を

再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
い
か
の
お
す
し
」
と
は
？

い
か
…
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
い
か
な
い

の
…
…
他
人
の
車
に
の
ら
な
い

お
…
…
お
お
ご
え
を
出
す

す
…
…
す
ぐ
逃
げ
る

し
…
…
何
か
あ
っ
た
ら
す
ぐ
し
ら
せ
る
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　市高校生会は、現在会員２７人。市の行事や子
ども会活動に協力したり、様々なボランティア
活動を行っています。
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　高校生会では、共に活動する仲間を募集して
います。市内に在住または在学している高校生
で、ボランティアに興味のある方ならどなたで
も入会することができます。
　きっかけや始める時期はそれぞれ違っても、
「やってみよう。」と思ったなら、それがあなた
のスタートです！興味がありましたら、お気軽
にお問い合わせください。
《問い合わせ先》
教育委員会生涯学習課（担当　宇野・高橋）
　�５２－１１１１・�５３－６５０２
　syougaigakusyu@city.hitachiomiya.lg.jp
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　「brize」という名前は、高校生会のサブネームです。英語の

bright（明るく）とrize
（上がる）を合わせた造
語で、「明るく元気に
みんなで向上していこ
う！」という熱意を込
めて、会員みんなで話
し合って決めました。

☆平成17年度の主な実績☆
・６月　地域子ども教室「走って遊ぼう！」企画運営
・７月　養護学校へ通う子どもたちとプール交流会
・７月　市子ども会幹部研修会（１泊２日）企画運営
・７～８月　常陸大宮市ふれあいの船参加等（指導員）
・８月　地球はともだちプロジェクト企画運営・協力
・９月　緒川みどりの少年団キャンプへ参加
・１０月　福祉団体スポーツ大会に協力
・１１月　ソフトボールフェスティバルに協力
・１２月　各種団体のクリスマス会に参加
・１月　市駅伝大会に協力

副会長　�澤　真理
　自分の内面が磨かれること間違
いないです！！みんなやる気のあ
る人たちなので打ち解けるのに時
間はかからないし、百聞は一見に

しかず。一度見に来てください。

横山　光大
　一番思い出に残っているのは、
ふれあいの船での貴重な体験で
す。この会の良いところは、みん
なおもしろいこと。（市役所の人

も含め）思ったより堅いイメージでは
なく、とても楽しいので、ぜひ高校生会に入ってく
ださい。

会長　鈴木　美喜子
　この会は、高校生時代にしかで
きないボランティアです。入るこ
とにより社会の厳しさや、責任
感、協調性が芽生えてきます。自
分を磨くにはとても良い場所です。また、進路を決
める内申書にもとても助けられます。私もかなり助
けられました。

小野瀬　晃仁
　ボランティアでたくさんの子ど
もたちとふれあえることがとても
楽しいです。「ふれあいの船」では
貴重な経験ができました。高校生
のみなさん一緒に活動しましょう！


